





















































































































































































































































































　⑸ 『少年世界　第 1巻第 1号』博文館，1995.1.1，1頁
　⑹ 『少年世界　第 2巻第 1号』博文館，1996.1.1，91頁
　⑺ ある読者は，雑誌の購読者は大半が 12，3歳だとして，猿蟹合戦などの昔話を掲載することが無益だと述
べた。（『少年世界　第 1巻第 20号』博文館，1995.10.15，94頁）
　⑻ 『少年世界　第 2巻第 21号』博文館，1996.11.1，89頁
　⑼ この後は少年雑誌を宣伝するために口演を行なう方法が，博文館以外の各社でも模倣された。例えば，時
事新報社の『少年』，『少女』（内山：1972），『少年倶楽部』（有働：1992）。
　⑽ 主な口演地：北海道・山形・秋田・宮城・福島・茨城・群馬・東京・千葉・静岡・長野・山梨・新潟・富
山・京都・大阪・滋賀・三重・奈良・岡山・広島・鳥取・島根・山口・香川・高知・福岡・熊本・大分。外
国は朝鮮・満州・天津・北京・台湾・ロサンゼルス・シアトル・ポートランド・ニューヨーク・デンバー・
サンフランシスコ〔順不同〕（巌谷：1998，内山：1972）。
　⑾ アメリカの図書館でのストーリーテリングは 1888年に始まった。この活動は，子供を本と結びつける手立
ての一つだった。具体的には，本の物語や昔話を改めて口語りに直し，子供達に聞かせた。（櫻井美紀「伝承
の語りと近代のストーリーテリング」，『ストーリーテリングアラカルト』http://www.storytellingworld.net/，
2008.9.13参照）
　⑿ 言葉には耳に語ると同時に心に語る役割がある。例えば，「悲しい」という言葉が相手の心に触れるには，
声に響きが伴わなければならない。「心で語るところの声であるならば，それは言葉にあらずとも人を動かす
ことができる」。特に子供は純真で直覚力が強いため，言葉よりも響きの方を強く受け取る。したがって，語
りは「明確なる充実性」をもたねばならず，そのために話の組み立てや口演家自身の心がまえ，声の訓練が
重要である（久留島：1973）。
　⒀ 創始者三人の語り方の違いは顕著だった。巌谷は，寄席や講談を参考にしながらも，「聞こうが聞くまいが
一向平気」な淡々とした語りだった。作家の彼にとって口演はあくまで「余技」で，聴衆側も「世界のお伽
噺に通じている第一人者」というだけで彼の口演に聴き入った。他方，岸部は活動の中心を幼児教育に据え，
「一人一人の子供に話しかける」語りだった。彼は，大正期に北原白秋らと共に雑誌を編纂しており，新たな
芸術教育運動である子供の純性を強調する童心主義の理想を反映する口演だった。（富田：1985：55–60，内
山：1972）
　⒁ 『教育時論　第 942号』1911.6.15，開発社，2頁。なお，教育界に限らず，文明国に相応しい諸芸能の改良
が明治政府の方針でもあった（倉田：2006）
　⒂ 「お伽倶楽部の近況」，機関誌『お伽倶楽部　創刊号』1911.6（富田：1985：49）
　⒃ この時代は「社会教育」と「通俗教育」の用語が混在した。政府は「社会」が社会主義を連想させること
を危惧し，後者の語を公式に採用した。また，欧米の社会教育は成人教育の意で，学校の拡張事業を主に展
開したが，日本は「社会」が強く意識され，社会生活の向上や共同精神の涵養を目的とする「社会の教育化」
を重視した（上杉：1996：16–18）。
　⒄ 大規模な組織は久留島の「回字会」，岸部の「喃々会」，芦谷重常の「日本童話協会」，松美佐雄の「日本童
話連盟」。他にも全国にそれぞれ小規模の童話団体が組織された（内山：1972）。
　⒅ 下位は当時，東京府立第一女学校に勤務していた。葛原は下位の一年後輩で，卒業後，九段精華学校の初
等訓導を経て，児童雑誌の編集をしていた（上地：1997）。
　⒆ 大塚講和会設立趣旨（大塚講和会編『実演お話集　第 9巻』大空社，1989巻末資料）
88 口演童話の学校教育への普及過程（松山）
　⒇ 「実演」という語の使用で，本書を玄人でない人達が活用するよう願った（上地：1997）。
　21 大塚講和会編『実演お話集　第 9巻』大空社，1989，80–151頁
　22 同上 306–314頁
　23 同上 335–361頁
　24 金沢嘉市「私と口演童話」，野村純一編『ストーリーテリング』，弘文堂，1985，64–84頁。本文は，彼が
口演童話をテーマに現在（昭和 60年代）までの人生を綴ったものである。本論では，文中の明治～戦前の箇
所を分析対象とした。
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